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　NA Way マガジン では、 読者のみなさんが参加
されるのをお待ちしている。 この年に４回発行される
定期刊行物によって、 ぜひ、 世界中の仲間たちと
分かち合いをしていただきたい。 回復するなかでの経
験はもちろんのこと、 NA のさまざまなことに関する意
見や、 これからの課題などについても投稿をお待ちし
ている。 ただし、 投稿された原稿はどれもみな、 ナ
ルコティクス アノニマス ワールドサービス社に所有権が
あるものとされる。 購読の予約、 編集に対する意見
のほか、 著作権など実務的なことでの相談は、 PO 
BOX 9999, Van Nuys, CA 91409-9099 にお
問い合わせいただきたい。
　NA Way マガジン は、 NA メンバーがそれぞれに
自分で経験したことや自分なりの意見を紹介する雑
誌である。 ここには NA 全体の意見は表明されてい
ない。 そしてもちろん、 ナルコティクス アノニマス、 NA 
Way マガジンまたはナルコティクス アノニマス ワールド
サービス社によって支持されていると受け取れるような
記事も掲載されてはいない。 また、 インターネットから
NA Way マガジンを配信することを希望する場合に
は、 上記のアドレスに手紙をいただくか、 naway@
na.org に e メールをいただきたい。
　NA Way マガジン（The NA Way Maga-
zine： ISSN 1046-5421）、 NA Way（The 
NA Way）、 ナルコティクス アノニマス（Narcotics 
Anonymous）、 この３つは、 ナルコティクス アノニ
マス ワールドサービス社のトレードマークとして商標登
録されている。 NA Way マガジン は、 ナルコティクス 
アノニマス ワールドサービス社（19737 Nordhoff 
Place, Chatsworth, CA 91311）によって、 年
に４回発行される。

世界中で読まれている

NA の定期刊行物

NA Way マガジン は、ナルコティクス アノニマスのメ
ンバーのための雑誌であるため、英語、ペルシャ語、フ
ランス語、ドイツ語、ポルトガル語、スペイン語など、さ
まざまな言語で出版されている。そしてこの雑誌の使
命は、ひとりひとりのメンバーに回復とサービスに関す
る情報を提供することであり、そこには回復にまつわる
喜びだけでなく、現在NAで問題となっていることや世
界中のNAメンバーのだれにとっても見過ごせないイベ
ントなども取り上げている。編集スタッフはこのような使
命に従い、世界中のメンバーが特集記事をはじめと
するさまざまな記事を書いて、自由にのせられる雑誌
にしようとするのはもちろん、現在行われているサービ
スやコンベンションに関する情報を提供することにも力
を注いでいる。だが、これが定期的にメンバーに届く雑
誌であるからには何よりもまず、『アディクトであれば、
どんなアディクトであっても、薬物を使うのをやめること
ができ、使いたいという欲求も消え、新しい生き方を
見いだすことができる』というNAの回復のメッセージを
たたえることにこそ力を注ぐ。

NA World Services, Inc.
PO Box 9999

Van Nuys, CA 91409 USA
Telephone: (818) 773-9999 

Fax: (818) 700-0700
Website: www.na.org

NA Way マガジン では、 読者のみなさんからのお便りをお待ちしている。 掲載された記事に対す
る感想はもちろん、 NA という集まりのなかで取り上げられている問題についてひとつの考え方を示
すにすぎないものであっても、 エディター宛に送っていただきたい。 250 字以内にまとまっていれば、
そのまま編集の手を加えずに掲載されることになっている。 お便りには、 本名、 現在使われている
住所および電話番号を明記することをお忘れなく。 掲載される場合には、 アノニマスでという希望
がないかぎり、 ファーストネームと苗字のイニシャルを署名として用いることになる。
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編集者から、ひとこと
『第一にすべきは全体の福利である。 個人の回復はＮＡの一体性にかかっている』

　第 34 回 WCNA（ＮＡワールドコンベンション）のテーマは 「心をひとつにして」。 わたし
は、 このテーマにぴったりの文章をＮＡの文献から拾い集める手伝いをしたのだが、 そのとき
にはまとめてざっと目を通しただけだった。 そこで今さらながら、 そうやって書き出した文章をひ
とつひとつじっくりと読んでいった。

『一
いったいせい

体性とは、 世界中にいる何十万人ものメンバーを
このスピリチュアルな集まりにつなぐ、 生き方を変える力をもつ精神のことだ』

『私たちは一
いったいせい

体性を感覚や状
じょうきょう

況によってとらえることが多いが、 一
いったいせい

体性とは自然に 「生まれる」
ものではない。 全体の福利の基

き ば ん
盤となる一

いったいせい
体性を生むためには、

一人ひとりが深く関わり、 責
せきにん

任ある行動をとらなければならない』

『一
いったいせい

体性が大事だからこそ、 グループは、 自分たちだけの小さな世界から、
世界に広がるＮＡ全体が必要とするものに目を向け、

グループのことよりも全体の福利を優
ゆうせん

先させることができるのだ』
『なぜ、 どのように効果があるのか』［伝統 1］

　この章だけでもまだ引用はつづくのだが、 ここまで読んで、 わたしたちがＮＡのメッセージを運ぶ方
法はいくらでもあることに思い至り、 胸がいっぱいになった。 ホームグループで新しい仲間をあたたか
く迎えること。 エリアのなかでイベントを企画して、 回復を祝う（と同時に、 使わなくても楽しくやれ
ることを、 つながったばかりの仲間たちに示す）。 ＮＡのメッセージを運ぶことに役立てるため、 伝
統 7 による資金の配分について熱心に話しあい、 そこで示されたグループの良心を謙虚に受けと
めて支持すること。 一生懸命ステップを実行し、 お手本になる仲間を見習うこと。 つまり、 わたし
たちはそれぞれに回復の道を歩んでサービスに取り組むなかで、 学び、 成長し、 このような行動を
とるようになっていく。 それによってＮＡという仲間の集まりも 「心をひとつにして」 きずなを深めてい
けるようになるのだ。

『メンバーひとりひとりが強くなった分、 ＮＡも強く団結する』
『なぜ、 どのように効果があるのか』［伝統 2］

ド・J （エディター）
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オールドタイマーとは？
　私は、 ＮＡプログラムの提

て い あ ん

案に忠実であろうとしているうちにクリーンタイムが 20 年に
なり、 視野も広がったところで、 かねてより気になっていたことをじっくり考えてみた。 Ｎ
Ａにつながったアディクトは、 回復の道を歩んでどのぐらい経つとオールドタイマーになる
のだろうか。 クリーンタイムが１年を迎えたとき、 私はもう経験豊かなメンバーになってい
たのか。 ２年、 ３年、 ４年、 はたまた 10 年ではどうか。 オールドタイマーというのは、
クリーンタイムが 40 年以上のメンバーのことなのか。こうして考え出すときりがなかったが、
私は黙って思いをめぐらせていただけで、 ミーティングや、 仲間同士の話、 スポンサーと
のやりとりなどでこういう疑問を投げかけたことはなかった。

　単なる好奇心によるものであったため、 深く考えることもなくなり、 12 のステップを日々
の生活に生かしながら回復の道を歩み続けた。 そして、 またたく間に私はＮＡで 20
年目のクリーンタイムを迎えた。 すると、 かつてあれこれ考え、 そのまま記憶に埋もれて
いた疑問がふたたび頭をもたげてきた。 歳からいっても私はもう 「若くはない」 し、「老人」
と呼ばれてもおかしくはないと思う。 そんなある日、 ホームグループのミーティングで出席
者のひとりが、 自分より古いメンバーたちを指して 「このようにＮＡで立派に年数を重
ねてきた人たち」 と言った。 このとき、 自分が笑い飛ばしたか、 聞き捨てならないという
態度をとったかは覚えていない。 いずれにしろ、 こんなふうに言われるのには慣れていな
かったので、 実感がもてなかった。

　ＮＡのプログラムにそって生きることで私は人間らしい生活ができるし、 そういう姿を見
せることができれば、 娘も生まれたばかりの孫息子も、 私と結婚することで人生を棒に
振ってくれた妻も、 もう肩身の狭い思いをすることはない。 だが、 過去をきちんと振り返
れるようになったからといって、 過ちを犯さなくなるわけではないのだ。 私は今でも、 自
分ができなかったことやしてしまったことのせいで人々を悲しませてしまうことがある。 こうし

ていつまでも過ちを重ねて謝ってばかりいるのはなんともつらいことだが、 それ
が現実というものだ。 私はこれでも 「古いメンバー」 の端くれだとは思う

が、 長老などではない。 それなりに年数を重ねても、 自分の性格
の欠点からはとんでもないものが生じてくることを、 いやというほど思
い知らされているからだ。 それは、 なんとか心の闇に鎖でつない
でおこうとしても、 機を見ては鎖を断ち切って姿を現す。 そうな
ると、 私は人でなしのようにふるまい、 多くのものを傷つける。
もちろん、 ＮＡプログラムに従っているかぎり自由に生きられる
し、 私は実際にそうやって人生の道のりをかなりのところまで旅
してきた。 それでもたまにこうしてタガが外れてしまい、 頑として
変わらない現実にぶちあたるのだから、 その衝撃の大きさははか

りしれないものがある。 私は傷つき、 心の平安を失う。 このよう
な状態に落ち着きをもたらし、 心の平安を取りもどす助けになるの

は、 ステップ 11 を実践することをおいてはほかにない。 それによって
私は、 自分が回復の道を歩むひとりのアディクトであり、 ただの人間でしか
ないのだということを忘れないでいられるのだ。

　では、 オールドタイマーとは何者なのか。 私が思うには、 ＮＡにつながっ
て何年も回復の道を歩んでいるというだけの存在ではないだろう。 謙虚で

前向きな姿勢があり、 ＮＡプログラムによる提
て い あ ん

案をよく理解し、 自分のとら
われから解放されるには提案に従うしかないことがわかっているアディクトのこと

だ。 つまり、 オールドタイマーになる第一の条件は、 『私たちはアディクションに対
して無力であり、 生きていくことがどうにもならなくなったことを認めた』（ステップ１）と

いう提案を受け入れることである。 これができてはじめて、 わたしたちは心を開き、 落ち
着ついて耳を傾け、 12 のステップを活用していく。 そうやってＮＡプログラムによっても
たらされる自由を理解するようになった仲間たちは、 なるべくしてオールドタイマーになる
のだ。

ゴンザロ ・ Ｓ（コロンビア／ボゴタ）
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ＷＣＮＡ 34、　ベン ・ Ｃ（アメリカ合衆国／メリーランド）

ミーティングの最中に、 メンバーの椅子が

ひっくり返ったことを受けて、 「やあ、 ぼくは

ボブ。 やっぱり重力にはかなわないなぁ〜」

あるミーティングで
耳にしたことミーティングを始めるときにはいつも、 「初

めて参加する人や、 今日からもう一度

はじめる人はいますか」 って聞くだろ。 そ

れなら、 「もうそろそろ出ていくという人は

いますか」 って聞いてみるのもいいんじゃ

ないかな。
すぐ楽になりたいなら、『平安の祈り』

でもとなえてみれば？

「あたしは、アディクトのメアリー。 
テーマは、謙虚さ？　パスだわ ･･･」。

50 歳ぐらいのメンバー

によるわかちあい。「こ

れはヤングのミーティ

ングだけど、俺も気持

ちはヤングだから参加

する資格があるな」

スンリ ・ Ｂ（インド／ムンバイ）

まったく、ＮＡプログラムの
回復力ってすごいなぁ
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検討すべき課題
　みなさんもご存じのとおり、 前回のＷＳＣ（ワールドサービス カンファレンス ・ ＮＡ世
界サービス会議）では、 次回までの 2 年間の間に検討すべき課題（ＩＤＰ イシュー
ディスカッショントピックス）がいくつか決められた。 これは、 ＮＡメンバーたちから提起さ
れた特定の問題や関心事項について、 ＮＡ全体で話しあう気運を高めるためである。
そしてまた、 ＩＤＰ（検討課題）を決めることは、 私たちがＮＡ全体で話しあうべき
問題についてさまざまなアイデアや意見を収集する方法にもなるため、 『ビルディング ス
トロング ホームグループ（しっかりしたホームグループをつくる）』 というワークシートや、サー
ビスに関するパンフレット類など、新しいツール（道具）をつくるうえでも役立つことになる。
　2010 年から 2012 年までの 2 年間に設けられたＩＤＰ（検討課題）は、 これま
で 2 年ごとに設けられたものとは異り、 2010 年のＷＳＣ（ワールドサービスカンファレ
ンス）で承認されたばかりの新しい資源をＮＡメンバーたちに周知するために設けられ
たものだ。 それは以下の４つである。
　 ・ 「ＮＡのサービスにたくす未来」
　 ・ 『イン タイムズ オブ イルネス（病気のときに）』 改訂版
　 ・ ＩＰ＃ 24 『マネー マターズ： セルフ サポート イン ＮＡ』
　　　　　　（『お金の問題： ＮＡの経済的自立』）
　 ・ ＩＰ＃ 28 『ファンディング ＮＡサービス』
　　　　　　（『ＮＡのサービスに資金を提供する』）
　この新しい４つの資源について関心を高めるべく、私たちはセッションの資料をつくった。
このような資料があれば、 リージョンの代表やＮＡの信頼される僕となっているメンバー
たちはそれぞれの国や地域でワークショップを行うことができるだろう。 ここに掲載した資
料は、
www.na.org/?ID=2011_IDT で入手可能になっている。

 
「ＮＡのサービスにたくす未来」
 「ＮＡのサービスにたくす未来」 はサービスシステム プロジェクトの一環として展開
されるものであり、2010 年のＷＳＣ（ワールドサービスカンファレンス）で「ＮＡワー
ルドサービスの理念」 に代わるものとして満場一致で承認された。 「ＮＡワール
ドサービスの理念」 と大きく異なる点は、 サービスの展望が広がり、 ＮＡグルー
プに提供するサービスをはじめとしてＮＡのサービス全般に生かせるものとなった
ことである。こうして新たに承認された理念によって世界中のＮＡメンバーやサー
ビス機関のやる気が高まり、 ＮＡ全体の結束が強まることを願ってやまない。

　このテーマで話しあうセッションは、 メンバーたちがＮＡの理念に掲げられていることをひ
とつひとつ吟味する機会となるだけでなく、 メンバーがそれぞれに把握したことを、 理念
の実現にむかって取り組むうえでメンバーが担う役割や、 グループまたはサービス機関の
果たすべき役割にどう生かすかを話しあう機会にもなる。

『イン タイムズ オブ イルネス（病気のときに）』 改訂版（註：ここでいう病気とはアディ
クション以外の身体的、 精神的な病気のことです）
　2010 年ＷＳＣ（ワールドサービスカンファレンス）では上記のほかにも、 『イン タイ
ムズ オブ イルネス（病気のときに）』 というブックレットの改訂が満場一致で承認された。
これは特定の病気によってさまざまな問題を抱えているメンバーたちを援助するためにつ
くられたもので、 初版と同じくさまざまな項目に分けられている。 初版の内容はほとんど
そのまま収められているが、扱うテーマを広げて再編集された。改訂によって新たに加わっ
た項目には、 次のようなものがある。
　 ・ 精神面での健康問題
　 ・ 慢性的な病気
　 ・ 慢性的な痛み
　 ・ 末期の病気
　 ・ 病気を抱えるメンバーたちへの支援
　そしてまた、 メンバーたちが自分の病気のことや、 回復するなかでの投薬または救急
医療（緊急時の治療）について、 医療の専門家たちに伝えるべきことを伝えられるよ
うにとの思いから、 このブックレットでは項目ごとの内容にも最新情報がひろく掲載されて
いる。
　これをＩＤＰ（検討課題）とするセッションによって、 メンバーたちは改訂版にある項
目をひとつひとつ見直しながら、 それに関連するさまざまな状況について話しあう機会が
与えられる。

Please join us for 
discussions on 
these topics at 

WCNA 34 World 
Board Forums!
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　さまざまな問題を検討することで、 メン
バーたちにブックレットの内容や自分の体
験を活用してもらい、 病気、 ケガ、 投
薬への対処法や、 病気によって困難に
直面しているメンバーたちを支える方法を
考えていく。

Self-Support Sessions
経済的な自立に関するセッション
　2010 年のＷＳＣ（ワールドサービス
カンファレンス）では、 新たに２種類の
ＩＰ（インフォメーション パンフレット）が
承認された。 これはいずれも、ＮＡのメッ
セージを運ぶために必要なサービスに資
金を提供するうえで、 私たちが絶えず困
難に直面しているという事実に目を向け
てもらうためにつくられたものである。 私た
ちには金銭について口にするのをはばから
れる傾向があるので、 ＮＡでは経済的
な自立がむずかしい検討課題になりかね
ない。 実際に多くの地域では、 ＮＡの
サービスへの支払いをメンバーによる献金
でまかなうのではなく、 イベントなどの資
金集めの催しや文献の販売に頼ってい
る。 だが、 ワークショップが開かれるたび
に、 ＮＡ全体の意識を高めないかぎりメ
ンバーの献金による貢献度は向上しない
という声を耳にしていることもあり、 ＩＰ
＃ 24 『マネーマターズ： セルフサポート 
イン ＮＡ（お金の問題： ＮＡの経済
的自立）』 とＩＰ＃ 28 『ファンディング 
ＮＡ サービス（ＮＡのサービスに資金
を提供する）』 という２種類のパンフレッ
トが、 まさにＮＡ全体の自覚をうながす
ものになることを願っている。
　これを検討課題とするセッションは、 ２
つに分けて行われる。
　 ・ メンバーによる献金をはじめとする経
済的な自立の基本方針（原則）と、
グループとサービスに対して重点を置くべ
きことに関する簡単な話し合い。
　 ・ 新しい２種類のＩＰについてじっくり
と意見交換をしながら、 この２つのパンフ
レットにある内容をきちんと把握できるよう
にする。
　どちらの場合も複雑さの度合いやセッ
ションの時間配分などが示され、 セッショ
ンの概要がわかるようになっているため、
ワークショップのまとめ役は参加メンバーに
適したセッションを行うことができる。
　ＮＡ全体に関わる問題や課題は、 み
んなが集まって話しあいながら取り組んで
いくことによって必ず道が開かれるだろう。
みんなで知恵を絞って解決を目指すうち
に、心はひとつになるのだ。 そのためにも、
このようなセッション プロファイルが役立つ
資源となれば幸いである。 そして、 サー
ビスの経験があるなしにかかわらず、 メン
バーたちからの声にはつねに耳を傾けた
いと思っている。 意見やアイデアがあれば 
worldboard@na.org へ直接ご連絡
いただきたい。

2010 年 カンファレンスアジェンダレポート

　そろそろ２年という時間の区切りがつく。 またしても、 ＣＡＲ（カンファレン
ス アジェンダ レポート）の時期が近づいてきた。 2012 年カンファレンス アジェ
ンダ レポートは、 英語版が 2011 年 11 月 28 日に発表され、 スペイン語
版は 12 月 28 日に入手可能になる予定だ。 今回のＣＡＲには、 『リビン
グ クリーン』 の試案草稿が付録に加えられ、 草稿の承認を求める動議も盛
り込まれている。
　それ以外では、 次回のワールドサービスカンファレンスで票決されるＮＡの
サービスシステムに関して、一連の 「原則的な合意」 が盛り込まれることになっ
ている。 そして、 この原則的な合意の背景となる情報を提供するため、 サー
ビスシステム改革案の最新版も掲載されることになる。 ＣＡＲはカンファレン
スの出席者とリージョンにはいつもどおり郵送されるが、 ＮＡワールドサービス
での購入や、 ワールドサービスカンファレンスのウェブページからダウンロードする
ことも可能になる。

www.na.org/?ID=conference-index.
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プエルトリコでの
17 年

　ＮＡにつながったときの俺は、 心も身体もすっかり病んで絶望的な状態だった。 ラリってわけ
がわからなくなっていたため、 ３年も通りをさまよっていたのにその間の記憶がまったくなかった。
しかも、 パラノイア（妄想状態）で、 そううつ病。 俺は社会にはキケンな存在とみなされ、 病
院で一生を終えることになっていた。 それでもストリートにいた俺のところにＮＡのメッセージが届
いた。 ＮＡの仲間たちがミーティングの話をしてくれて、 ＮＡには新しい生き方があるからもう
使わないでいられると教えてくれたんだ。 そして、 俺は入院し、 集中的な精神治療を受けるこ
とになった。 すると、 その治療施設へ地元のＨ＆Ｉ（病院施設）委員会がやってきた。
　ひとりのＮＡメンバーが、 俺のことを信じて、 俺のなかにある何かに気づいてくれたんだ。 それ
は俺自身にはわからないものだった。 そして、 俺のいた施設で開かれるＨ＆Ｉ（病院施設）
委員会のミーティングに連れていってくれた。 俺はそこで、 ある仲間によるメッセージを耳にして、
なんで俺のことを話してるんだと思った。 この仲間が話し終わったときに、 だれかが俺のことをしゃ
べったのかと聞くと、 この仲間は 「自分のことを話したのさ。 きみはもうひとりじゃないんだよ」 と
俺の耳元でささやいた。 そして、 俺をぎゅっとハグして 「施設を出られるようになったときに電話
をくれれば、 ミーティングに連れていってあげるよ」 と言った。 1994 年の３月 17 日のことだっ
た。 それ以来、 俺はずっとクリーンでいる。 俺はいくつか犯罪を犯していたが、 罪を免れた。 そ
れは、ＮＡでサービスに関わりながら、スポンサーや支えてくれるグループと一緒に 『ＮＡのステッ
プと伝統と概念』 を実行したからこそ、 可能になったことだ。 こうして俺は、 社会できちんとやっ

ていけるようになった。 クスリを使う必要はない。 投薬治療も
受けてはいないし、 選択の自由もある。

　もう、 俺の人生は無意味なものではなくなった。 ステッ
プを実行すること、 ミーティングにきちんと出ること、 ＮＡ
の文献を読むこと、 スポンサーシップをとること。 どれひと

つをとっても、 俺が人生のあらゆることに責任を自覚するた
めに欠かせないものになっている。そしてホームグループをもち、
日々の黙想や運動をして、しっかり食事をする。 それがみな、
俺が学んでいくプロセスの一部になっている。 俺は回復の道

を歩むなかで、 息子を２人亡くした。 妻とは離婚し、 一文
無しになってしまったうえに、 ガンの宣告を受けた。 それでも、 こ

うしたことはどれも、 ふたたび使うことの理由にはならなかった。 そん
なこと、 俺は考えもしなかった。 俺は回復の道を歩みつつもたびたび間

違いをおかしたが、 使わないことだけは間違なくできたんだ。 俺は今、 あ
りすぎるほどある自由な時間をＮＡのサービスにつぎこんでいる。 ホームグルー

プでのサービスはもちろん、スポンサーシップ、Ｈ＆Ｉ（病院施設）やＰＲ（広報）
の活動、 そしてエリアやリージョンのコンベンションなど、 いろいろなサービスに積極的に関わっ

ている。 サービス活動やミーティングへの出席につぎこむ時間は、 ひとりでぽつんとしている時間
よりずっと得るものが大きい。 仕事や、 人とのつきあいなど、 きちんとしなければならないことはい
ろいろあるが、 それにかかり切って日々の生活からＮＡが抜け落ちてしまうと、 俺は孤独におち
いるんだ。 これまでさまざまな状況を経験し、 それを成熟の糧にできたのは、 仲間のなかにいる
ことやミーティングにきちんと出席することによってなんだ。 回復の道を歩む仲間たちと席を並べ、
自分の話をしてＮＡのステップを実行するとき、 俺は向上心の塊になる。 クリーンタイムを祝う
日が近づくにつれて、 俺は感情に流されやすくちょっとしたことでも傷つくようになるが、 さらに大
きく成長もする。 そうして何年も経つうちには、 仲間たちとスピリチュアルに交わっているという実
感がとても強くなくなるため、 そのなかの何人かは（２人の息子やその母親のように）すでに永
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砂嵐
　ぼくは、 昼のミーティングに出席するた
めに車でハイウェイを南に向かっていた。
西の方をみると、 巨大な砂ぼこりの雲が
たれこめている。 西側の湖と町をすっぽり
おおいつくして、 東側にある町の方に広
がっていく。 あの雲に突っこんだら、 さぞ
かし息苦しいだろうな。 そんな想像はし
たけど、 砂ぼこりの雲とはくっきり分かれて
きれいな空が見えているのに、 わざわざ
汚い空気を吸い込もうとするわけがない。
東側の町が砂ぼこりの雲に飲み込まれて
しまうなどという瞬間が訪れてほしくなかっ
た。
　ぼくは左に曲がり、 砂嵐が向かっている
方向に進んでいった。 前方には見通しの
いいきれいな空があった。 ここちよく晴れ
わたって嵐が迫っているようには思えない
が、 バックミラーには、 うずまく砂ぼこりの
雲がふくらみを増してどんどん近づいてくる
のが見えた。 まさに自然が猛威をふるっ
て後ろから迫ってくる。 ぼくは、 その先手
をとって、 新鮮な空気のなかを走れる喜
びをかみしめた。
　だが、 まてよ。 自然はこうしてぼくの人
生を映しだす鏡になってくれているんだ。
ぼくは 「正しい」 方向に曲がり、 それに
よって自分が進むべき道はこれしかないと
わかった。 それで、 長い間ぼくの人生に
吹き荒れていた嵐のせいでダメになり、 す
さみきってしまった生活から抜け出すこと
ができたんだ。 だからもう、 嵐とつかず離
れずにいて巻きこまれることはない。 嵐が
迫っていても、 それはバックミラー越しのこ
とだった。
　これから新しい生き方や人生観を見出
そうとする矢先にこんな体験ができたの
は、 ラッキーと言うほかはないだろう。 だっ
て、 ぼくはほとんどの場合、 嵐の真っ只
中にいて自分が巻きこまれていることすら
わからないでいたんだ。 それでも暴風圏

から外れている時期が何度かあったのに、
それによってぼくの人生が 「好転する」 こ
とはなかった。 そのときにはもうクスリに溺
れてぼろぼろになり、 生活もすさんで考
えることもまともじゃなかったから、お先真っ
暗だと気づくことができなかったんだ。 そん
なありさまでは、 どこへ向かおうとしても結
局は方向を誤ることになっただろう。 むし
ろ砂嵐をめがけて真っ向から猛スピードで
突っこんでいくことになるんだから、 チリや
ホコリにまみれた八方ふさがりの状態で、
息をすることも生きることもままならず、 い
いことなど何もないだろう。
　だけど、 本当のことを言えば、 砂嵐や、
チリとホコリで汚れた雲や、 荒れ狂う風
がなかったとしても、 ぼくはアディクションに
よって自分からその辺の野原に駆

か

け寄り、
思いっきり土や泥を蹴

け ち

散らしてもうもうと
土煙をあげることができただろう。 そうな
んだ。 自然や人生が身を隠す雲を与え
てくれなかったとしても、 それならそれでぼ
くは自分の雲ができるまで蹴るのをやめな
かっただろう。 ぼくはずっと不健康さと惨め
さにくるまれていようとしたんだ。
　それでも、 ぼくはついに息をするチャンス
をつかみ、 深呼吸をする。 新鮮できれ
いな空気を吸い込んで、 晴れ晴れとした
気持ちになる。 それは、 砂嵐に背を向
けるチャンスがきたときに、 それをチャンス
と感じとれる人ならだれでも味わえるもの
だ。 アディクションという砂嵐に巻きこまれ
ないで生きていく方法は、 前進すること
以外にはないと、 今のぼくにはわかってい
る。

ブルック・Ｈ（アメリカ合衆国／アリゾナ）

使わないで
くつろぐひととき

はじめまして、あたしはアディクトのシャ
ノン。ちょうど３年ぐらい前の今ごろに、Ｎ
Ａのキャンプのチラシがあたしのところへ舞
い込んだの。そのとき、チラシをもってきた
女性は「届けるべきところへ届けるものな
のよ」と言った。それが今になって、「そうい
うチラシだから、あなたのところに届いたんだ
わ」と言っている。当時のあたしは、ＮＡの
ことなんてまったくわからなかったし、自分の
住んでいるところでミーティングをやっていた
としても知りようがなかった。それでも、あた
しは違う生き方をしたいと思ってたのよね。
そういうあたしのところへわざわざＮＡのチ
ラシを届けてくれる人がいるなんて、すご
く感激したわ。それでちょっとの間、この女
性と話すことができたんだけど、そのときの
気持ちは説明がつかない。何しろ驚いた
のよ。だって、会ったばかりなのに赤の他
人とは思えなくて、昔からずっと知り合い
だったような気がしたんだもの。

　あたしは、 チラシにあったＮＡのキャン
プに行ったんだけど、 こんなことってあるん
だって、 本当に驚きだった。 みんな、 使
わないで生きていたんだもの。 それは自
分が望んだことだし、 それで何年もずっと
使わないでいるんだって言ってた。（そん
なこと、 「はいそうですか」 って信じたわけ
じゃないけどね）。 現実にはありえないよう
な気がしたわ。 クリーンになるなんて不安
でたまらないし、そもそも「ラリっていなくなっ
たら、 いったいどうすればいいのよ」。 それ

遠の眠りについたとしても、 遺品や思い
出によって存在を感じ取れる。
　俺はＮＡで学んでいくなかで、 性的ア
イデンティティや人種、 信条、 宗教など
がさまざまに異なる仲間や、 人生につい
て異なる考えをもつ人々とつきあえるよう
になった。 そのだれもがみな、 自分の与
えられるもののなかで最高のものを与え
てくれた。 かつては自分でつかめなかった
感情や感覚も、 今の俺には感じとること
ができる。 いろんなことをやったあげくだれ
からも相手にされなくなっていた人間が、
今は何とかして回復の道を歩もうとしてい
る。 この道を行けば、 毎日が経験と力と
希望に満ち、 それをわかちあえる仲間が
いるんだ。

ホセ ・ Ｒ（プエルトリコ／コロザル）
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Reaching out is the beginning of the struggle that will set 
us free. It will break down the walls that imprison us.

Basic Text, “Recovery and Relapse”

Do you know about Reaching Out? This newsletter is distributed quarterly to 
nearly 4,000 inmates! It is also used by H&I committees, treatment centers, and 
addiction professionals as a valuable resource to carry our message of hope. We 
offer free subscriptions to incarcerated addicts and 20-copy bulk subscriptions 
for $32.60 per year to committees. 

Recently, we introduced a new section in Reaching Out, featuring original 
logos and artwork from inmates, H&I committees, and ASCs. We believe NA 
artwork carries a powerful, creative message of recovery. Share your logos and 
artwork or check out our latest issue at www.na.org/?ID=reaching_out-index.

Please support this effort by subscribing and contributing your experience, 
strength, and hope. We are always looking for written submissions from those 
who have a passion for H&I service. We especially love to share the stories of 
members who found NA while incarcerated and are now recovering on the 
outside.

WE WANT TO HEAR FROM YOU!
Email: handi@na.org
Mail: Reaching Out  

c/o NA World Services 
PO Box 9999  

Van Nuys, CA 91409 USA

While attending WCNA 34 in San Diego, stop by the Reaching Out display 
in the NAWS onsite office to see Reaching Out artwork and pick up a free copy 
of the newsletter. We look forward to seeing you there.

は、 キャンプで出会った人たちを見れば
わかった。 あたしは、 この人たちのいる大
きな町に引っ越してＮＡの提案すること
をやった。 １年ぐらいして元の町へ戻り、
それからずっと悪戦苦闘している。 この気
持ちは言葉にしようがないけど、 言葉に
しなくたってみんなにはわかるわよね。
　それで、 今夜は眠れなくてね。 リビン
グルームに行って、 E メールをチャックしな
がらコーンフレークをむしゃむしゃ食べてい
たの。 そしたら、 インターネット版のＮＡ 
Ｗ ay マガジンの７月号が届いていて、
それを読んでるうちにあたしもわかちあって
みようという気になったの。 さっきまで書い
たことは全部本当のことだけど、 でも、 ７
月号を読んだときに感じた気持ちをまだ
伝え切れてないわ。 あたしは地元に戻っ
てしまったから、 もうそれほど多くのミーティ
ングに出られないし、 だから７月号に関
わりのある人ひとりひとりにお礼を言いたい
なって思ったのよ。 今夜は、 ＮＡ Ｗ ay 
マガジンにわかちあわれている記事を読ん
だおかげで、 心おだやかに眠れると思う
わ。 こうやってソファにねそべっているところ
へ、 世界中から希望が届けられたことで、
明日もきっと 「今日だけ」 クリーンでいる
ことができる。 ＮＡの仲間たちがいなかっ
たら、 どうなっていることやら。 ありったけ
の愛を込めて、 ありがとう！

シャノン・Ｃ（アメリカ合衆国／アラ
スカ）

Electronic subscribers 
can click here for an 

additional article.

http://www.na.org/admin/include/spaw2/uploads/pdf/naway/en/2011Oct__TracyR_Story.pdf


「私たちの未来像」 に投資しよう

「キャッシュレス」 の時代に
　グループ献金をするには？

　これまで何回か連載してきた記事では、 メンバーやグループが
ＮＡという仲間の集まりを世界的規模でとらえて献金するという
観点から、 「ＮＡの未来像に投資する」 ということを論じてきた。
そのさいには、 全体としてのＮＡに献金するのはかなりむずかし
いという地域のＮＡを支援する必要性が、 急速に増大している
ことについても書いた。そして、アディクトたちが回復を見いだすチャ
ンスがない地域には必ずＮＡグループができるようにし、 その成
長をしっかり支えていくために、 ＮＡメンバーたちは何ができるかと
いう問題もとりあげた。 このような問題は、 「世界中のアディクト
がみな、 自分の話す言葉でわかりやすく書かれたＮＡのメッセー
ジを目にする機会に恵まれ、 それが新しい生き方に踏みだすきっ
かけになること」 というＮＡの理念の核心を突くものである。 そこ
で、 メンバーたちにはインターネットにあるＮＡのポータルサイトを
気軽に利用していただきたい。 デビッドカードやクレジットカードが
あれば、 このような理念の実現のために献金できるのだ。
　ＮＡのために一生懸命サービスに関わっているメンバーならす
でにわかっているように、 ＮＡのサービスシステムによって私たちが
目指すことを何から何まで実現しようとすれば、 サービスの資金
が必要になる。 だが、 過去数年にわたって世の中が徐々に変わ
りつつあり、 それによってＮＡメンバーたちの献金のし方も変わっ
てきた。 それなのに相も変わらず、 創生期のＮＡメンバーたち
はミーティングで回される献金袋に１ドルを入れていたという話ば
かりしている。 しかし、 これは 1950 年から 60 年ごろのことだ。
今の 1 ドルで買えるものなどたかがしれている。 ＮＡメンバーたち
は与えることの幸せに気づけば、 まず例外なく少しでも多く与えよ
うとするものだし、 これまでだって、 そのような気づきが生まれるこ

とで惜しみなく与えるようになったメンバーはたくさんいた。 そうやっ
てメンバーたちがミーティングの献金袋に入れる金額が増えると、
地域のサービスは一段としっかり機能するようになる。
　ただし、 主要な通貨としてクレジットカードに依存するメンバー
が増えつつあるのも事実で、 それがＮＡでの献金のあり方に別
の変化をもたらしている。 たしかに、 クレジットカードがあれば何
かと便利だ。 ガソリンスタンドの支払いにしても、 これまでの支払
いをオンラインでもれなくチェックすることができるし、 ミーティングの
前にコーヒーを買うにしても、 持ち合わせがあるかどうか気にしなく
てすむ。
　だが、 そうなると、 ミーティングで献金袋がまわってきても、 片
手にカフェラテをもちながらもう片方の手で献金袋をそのまま素通
りさせるメンバーが出現するようなもので、 お金は一銭も入らない
ことになる。
　私たちの多くがそのような場に居合わせてきた。 クレジットカード
やデビッドカード、 インターネットやスマートフォンによる処理などに
社会の依存度が高まるにつれて、 ＮＡのグループがかつてと同じ
ように同じだけ財政支援を受けることはますます困難になっていく
だろう。 たぶん、 先週は現金をおろし忘れたメンバーだって、 今
日は忘れずにおろしてきたかもしれないが、 そういうときに先週は
献金袋にお金を入れたメンバーがふたりとも、 今日はお金を忘れ
てしまったということだってあるだろう。 だれも悪気はない。 ど忘れ
することなんて、 だれにでもあるのだから。
　ＮＡのこれまでの経験から、 ＮＡメンバーたちがグループやエリ
アを破産するにまかせてしまうことなど、 そうあることではないのが
わかっている。 月末になって、 ミーティング会場の使用料を払うの

E-Subscribe now at --------------------------------------------------   www.naway.org  1010    The NA Way Magazine E-Subscribe now at --------------------------------------------------   www.naway.org  1111    The NA Way Magazine

・・・私たちは、 まず自分が回復することでＮＡに報いるが、 それだけでなく、
未来の仲間が回復の道を歩めるようにすることによってもＮＡに恩返しをする
のだ。

　IP ＃ 24 『マネーマターズ： セルフサポート イン ＮＡ』

（『お金の問題： ＮＡの経済的な自立』）
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2011 Membership Survey
Every two years we attempt to gather 

information about our members, 
and the time to gather that 
information is now! Some 
may wonder why we want this 
information and how we use 
it. One of the aims of A Vision 
for NA Service is that NA is 
viewed as a “viable program of 
recovery.”  With members from 
42 countries attending the 
world convention in San Diego, 
and members around the 
world participating from their 
homes, we have an opportunity 
to demonstrate that we are, 
indeed, a viable and respected 
recovery community resource. 
Presenting ourselves in this way 
helps us offer hope to others 
that they, too, can recover. 

We want you to join us in this survey. In 2009 
we had nearly 13,000 members 
respond, and we believe we can 
survey 20,000 members this 
time. Together, we can let addicts 
know that we are recovering 
in Narcotics Anonymous and 
leading productive, responsible, 
fulfilling lives.

We are offering members 
four months to complete and 
return the survey either online 
or by fax or mail, or it can be 
filled out onsite at WCNA 34 
in San Diego. We would like 
as many members as possible 
throughout NA worldwide 
to participate. We encourage 
each of you to spread the word 
of the survey to your member 
friends. 

You can help by emailing the link for the online version or by distributing paper copies of 
the survey, collecting the responses, and mailing or faxing them to us.

To complete the survey online, go to

http://www.na.org/survey
The deadline for survey completion is 31 December 2011.



E-Subscribe now at --------------------------------------------------   www.naway.org  1212    The NA Way Magazine E-Subscribe now at --------------------------------------------------   www.naway.org  1313    The NA Way Magazine

	1a.	 Country of residence (Check one only) 
	 a.	 £ USA
	 b.	 £ Norway
	 c.	 £ Canada
	 d.	 £ Brazil
	 e.	 £ Mexico
	 f.	 £ Sweden
	 g.	 £ UK
	 h.	 £ Other: ______________________________________

	1b.	 State/Province of residence (if applicable)

		  __________________________________________

	 2.	 Gender
	 a.	 £ Male
	 b.	 £ Female

	 3.	 Age ______ years

	 4.	 Race 
	 a.	 £ Black (of African descent)
	 b.	 £ White (Caucasian or of European descent)
	 c.	 £ Latino, Hispanic
	 d.	 £ Asian (including Indian subcontinent)  

or Pacific Islander
	 e.	 £ Indigenous
	 f.	 £ Multi-racial 
	 g.	 £ Other: ____________________________

	 5.	 Highest educational level completed
	 a.	 £ High school/Secondary school
	 b.	 £ Trade School/Two-Year Degree
	 c.	 £ College/University Degree
	 d.	 £ Advanced University Degree
	 e.	 £ None of the above

	6a. 	 Employment status (Check one only)
	 a.	 £ Homemaker (go to #7a)
	 b.	 £ Employed full-time
	 c.	 £ Employed part-time
	 d.	 £ Retired (go to #7a)
	 e.	 £ Unemployed (go to #7a)
	 f.	 £ Student	

	6b.	 Primary type of work (Check one only)
	 a.	 £ Manager/Administrator
	 b.	 £ Educator 
	 c.	 £ Medical/Health Professional
	 d.	 £ Addiction Treatment Professional
	 e.	 £ Other Professional (government, finance, etc.)
	 d.	 £ Technical/IT Professional
	 g.	 £ Sales/Marketing
	 h.	 £ Craft worker/Artisan/Trade
	 i.	 £ Laborer/Service Industry 
	 j.	 £ Clerical/Administrative Assistant 
	 k.	 £ Transportation Industry
	 l.	 £ Other (including self-employed)

	7a.	 Do you have a sponsor now?
	 a.	 £ Yes
	 b.	 £ No

	7b.	 Are you sponsoring others?
	 a.	 £ Yes
	 b.	 £ No

	 8.	 What service commitments do you have in NA?  
(Check any that apply)
	 a. 	 £ Hospitals and institutions (H&I)
	 b.	 £ Public information (PI) and/or phoneline 
	 c.	 £ Meeting (secretary, treasurer, coffeemaker, etc.)
	 d.	 £ Area service
	 e.	 £ Regional service
	 f.	 £ World service 
	 g.	 £ None

	 9.	 How often do you usually attend NA meetings?  
(Please answer one only)
		  £ Weekly:_____________  times
		  £ Monthly:____________  times 
		  £ Yearly:_ _____________  times 

	10a. 	Do you attend meetings of any other twelve-
step fellowships? 
	 a.	 £ Yes (If yes, go to #10b) 
	 b.	 £ No (Go to #11) 



E-Subscribe now at --------------------------------------------------   www.naway.org  1212    The NA Way Magazine E-Subscribe now at --------------------------------------------------   www.naway.org  1313    The NA Way Magazine

	10b.	Which twelve-step fellowships do you attend?  
(Check any that apply) 
	 a.	 £ AA
	 b.	 £ CA
	 c.	 £ GA
	 d.	 £ OA
	 e.	 £ Nar-Anon
	 f.	 £ Al-Anon
	 g.	 £ Other: ___________________________

	11.	 Do you have any family members in a twelve-
step recovery program?
	 a.	 £ Yes
	 b.	 £ No

	12a.	Which one was your main drug used?  
(Check one only)
	 a.	 £ Alcohol 
	 b.	 £ Cannabis (pot, hashish, etc.)
	 c.	 £ Cocaine
	 d.	 £ Crack
	 e.	 £ Ecstacy
	 f.	 £ Tranquilizers (Klonopin, Valium, Xanax, etc)
	 g.	 £ Hallucinogens (LSD, PCP, etc.)
	 h.	 £ Inhalants (glue, nitrous oxide, etc.)
	 i.	 £ Opiates (heroin, morphine, etc.)
	 j.	 £ Opioids (oxycodone, Vicodin, fentanyl, etc.)
	 k.	 £ Stimulants (speed, crystal meth, etc.)
	 l.	 £ Methadone/Buprenorphine
	 m.	 £ Prescribed medication 
	 n.	 £ Other: __________________________

	12b.	What drugs did you use at any time on a regular 
basis? (Check any that apply)
	 a.	 £ Alcohol 
	 b.	 £ Cannabis (pot, hashish, etc.)
	 c.	 £ Cocaine
	 d.	 £ Crack
	 e.	 £ Ecstacy
	 f.	 £ Tranquilizers (Klonopin, Valium, Xanax, etc.)
	 g.	 £ Hallucinogens (LSD, PCP, etc.)
	 h.	 £ Inhalants (glue, nitrous oxide, etc.)
	 i.	 £ Opiates (heroin, morphine, etc.)
	 j.	 £ Opioids (Oxycodone, Vicodin, Fentanyl, etc.)
	 k.	 £ Stimulants (speed, crystal meth, etc.)
	 l.	 £ Methadone/Buprenorphine
	 m.	 £ Prescribed medication 
	 n.	 £ Other: _______________________

	13. 	 When is your clean date?
		  __________	 ___________	 _________
		  Month		  Day		  Year

	14. 	 When was your first NA meeting?
		  __________	 _________
		  Month		  Year

	15. 	 Check the three most influential entities in your 
decision to come to your first NA meeting.  
(Please check only three)
	 a.	 £ NA member
	 b.	 £ NA literature
	 c.	 £ Correctional facility
	 d.	 £ Nar-Anon member 
	 e.	 £ AA member or group
	 f.	 £ Treatment facility/counseling agency
	 g.	 £ Family
	 h.	 £ Non-NA friend or neighbor
	 i. 	 £ Healthcare provider
	 j.	 £ Court order/drug court
	 k.	 £ Probation or parole officer
	 l.	 £ Employer or fellow worker
	 m.	 £ Newspaper, magazine, radio, or TV
	 n.	 £ Member of clergy 
	 o.	 £ School counselor, teacher, or administrator
	 p.	 £ Other:____________________________
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	16. 	 What influences made you want to stay in NA?  
(Check any that apply)
	 a.	 £ Identification with members in a meeting
	 b.	 £ A welcoming, supportive group
	 c.	 £ Sponsor
	 d.	 £ NA literature 
	 e.	 £ Service commitments 
	 f.	 £ Other NA members
	 g.	 £ Other: ____________________________

	17.	 How important do you think your first NA meet-
ing was in getting/staying clean? 
(Ranging from 1 as “not at all” to 5 as “very”,  
please circle your choice)
		  1          2          3          4          5
		  not at all	  very

	18.	 Before beginning your recovery in NA,  
were you… (Check any that apply)
	 a.	 £ Employed?
	 b.	 £ Able to retain your own place of residence?
	 c.	 £ Capable of supporting your family?
	 d.	 £ Maintaining family relationships?
	 e.	 £ Able to preserve a committed, intimate relationship?
	 f.	 £ None of the above

19.	 Since coming to NA, what areas in your life have 
improved? (Check any that apply)
	 a.	 £ Stable housing
	 b.	 £ Employment
	 c.	 £ Education advancement
	 d.	 £ Social connectedness
	 e.	 £ Family relationships
	 f.	 £ Hobbies/Interests

	20a.	Are you currently taking prescribed 
medication?
	 a.	 £ Yes
	 b.	 £ No
	 c.	 £ Choose not to answer

20b.	What are you taking this medication for?  
(Check any that apply)
	 a.	 £ Mental health issues (depression, anxiety, bipolar, 

etc.)
	 b.	 £ Short-term medical condition (surgery, broken bones, 

dental work, etc.)
	 c.	 £ Chronic health condition (hep C, AIDS, cancer, etc.)
	 d.	 £ Drug replacement (methadone, suboxone, bupenor-

phine)
	 e.	 £ Medical maintenance of health issues  

(blood pressure, thyroid, hormone replacement, etc.)
	 f.	 £ Other:____________________________

You can help by emailing the link for the online version or by distributing paper copies of 
the survey, collecting the responses, and mailing or faxing them to us.

To complete the survey online, go to

http://www.na.org/survey
The deadline for survey completion is 31 December 2011. 
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　　　　　　　　　ＮＡメンバーなら一度、 ＮＡワールドサービスに献金してみよう。
　　　　　　　　　　もちろん、 こちらでは一度と言わず、 何度でも受けつけている。

www.na.org/?ID=donation-external-index.

にグループの献金が少し足りないという事態が生じても、 グルー
プにひとりかふたり信頼される僕となるメンバーがいれば、 懐をさ
ぐって不足分を補おうとするからだ。 そして、 資金調達のための
イベントを後押しするメンバーたちがあらわれることで、 そのエリア
はＨ＆Ｉ（病院施設）関連の文献を補充することができる。
私たちは、 そういうことを何度となく目にしてきた。 ＮＡメンバー
たちは、 ＮＡのためになることに無関心ではない。 だから、 Ｎ
Ａがよくなるためであれば、 できるときにできることをしようとする
のだ。
　だからといって、 いつものようにどうしようもなくなれば献金のあ
り方も変わるだろうと、 手をこまねいているわけにはいかない。
もちろん、 グループが必要な文献の購入や会場使用料の支払
いに今のところ不自由しない状態であるなら、 1 ヵ月のうち１
度ぐらい献金袋に入れるお金の持ち合わせがなかったとしても、
どうということもないだろう。 でも、 献金袋の中に少しでも多くお
金が入っていれば、 グループは毎週のように、 新しくつながった
メンバーに 『ベーシックテキスト』 を一冊あげることだって十分に
できるだろう。 あるいはまた、 ひとりひとりのメンバーがメミーティン
グの前には現金を用意しておくことにし、 もし用意しそこねた週
があったら翌週にはいつもの倍を献金することを習慣にしてきち
んと守っていれば、月末にはいつもグループ以外のさまざまなサー
ビス活動にもっと献金を差し出すことができるかもしれない。 そう
やってエリアやリージョンに少しでも多くお金が集まれば、 公共の

バスなどにＰＩ（広報）のポスターを貼ったり、 鉄格子の中に
いるアディクトたちに一冊でも多くＮＡの文献を提供したりする
こともできるだろう。
　このように 「私たちの未来像に投資する」 ことはサービス全般
に及ぶため、私たちが現金を重視しなくなっていくなかで、グルー
プやサービス機関は自分たちが正常に機能するために必要な
資源を欠かすことがないように、 これからも注意をうながし続け
ることになる。 それでも近い将来には、 グループへの献金もわざ
わざ現金を使う手間を省いて、 スマートフォンやインターネットに
よる代金支払いを利用してすます時代が来るかもしれないが、
このような技術にもそれなりに乗りこえるべき問題が当然のよう
に生じてくるのだから、 便利だというだけで飛びついていいものか
どうか、 時間をかけて考えたいものだ。 とりあえず今のところは、
献金袋がまわってきたときに慌てないように、 ひとりひとりがいつ
でも献金できる準備をしてミーティングに足を運ぶことでＮＡメン
バーとしての役割を果たしていれば、 「私たちの未来像に投資
する」 という取り組みに一役買うことができるのだ。
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Hi  friendsCCNA XIX expects to host up to 

300 members—smaller than 

most CCNAs due to the more 

remote location of Saint John, 

New Brunswick, on the coast of 

the Bay of Fundy. Toronto, 

Ontario, members are planning 

to rent a bus for the 16-hour 

drive. Members will celebrate 

recovery meetings in French 

and English as The Adventure 

Continues!

To: 
The NA Fellowship

 
南アフリカは、アフリカ大陸の南端

にあり、面積も人口もアフリカでは

2番目に大きな国だ。ＮＡを誕生さ

せる試みは南アフリカだけにとどま

らず、サハラ砂漠以南にある47カ国

のうち、アンゴラ、ボツワナ、コン

ゴ共和国、ガーナ、ケニア、ソレ

ト、モザンビーク、ナミビア、タン

ザニア、ジンバブエの12カ国

にまで及んでいる。こうしてＮＡの

メッセージを運べるのは、うれしい

かぎりだ。

世界中に仲間がいるって

伝えておくよ！

To:  
	 The NA Fellowship

From:  
	 NA in South Africa

Greetings   from...

South Africa

仲間たちの絵はがき

宛先
ＮＡの仲間たちへ

やあ、みんな。
CCNA XIX（第 19 回ＮＡカナダコンベ

ンション）では、迎えられる仲間の数

が 300 人までとなっている。もちろん、

CCNA としては人数が少ない。今回の開

催地セントジョンは、カナダ南東部のへ

んぴな町なんだ。ファンディ湾のニュー

ブルンスウィック州側にある沿岸の町

で、オンタリオ州のトロントから遠く離

れているため、貸し切りバスにゆられて

16 時間の長旅になるだろう。そうやっ

て仲間たちが集まり、英語とフランス語

で回復をわかちあうんだ。まさに「冒険

はつづく」。それが今回のテーマだ。
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Greetings from Japan, where 520 members attended JRCNA 7 

in early July. Some interestin
g facts about JRCNA 7:

12: Japanese areas at JRCNA 7 (all of the Japanese areas)

3: Countries of non-Japanese attendees (Korea, Australia, USA)

1,350: Cups of coffee consumed

600: Okinawa doughnuts eaten

400: American doughnuts eaten

5.6: Kilograms of BBQ eaten

0: Members who criticiz
ed other members

いち
ゃりば

ちょー
でー

 *

TO:
NA Brothers 

and Sisters

hello all
The convention we just had in Trogir (Croatia) was all about unity. Just like the World Convention of NA, our convention theme was "Spirit of Unity." The first convention took place five years ago and since then NA has reached everywhere in this geographic area. We chose this theme because our region is complete, as Slovenia has now joined the region, too.

TO:
NA Freinds

このページに情報とアート作品を寄せてくれた仲間たち
ジュン ・ Ｙとスティーブ ・ Ｓ（日本／沖縄）

フェイク ・ Ｇ（英国／イングランド）と
イレーナ ・ Ｓ（セルビア／ベオグラード）

マーク ・ Ｉ（南アフリカ／ヨハネスブルグ）
ポール ・（カナダ／ニューブルンスウィック）

みなさん、 どうもありがとう！

※ 「いちゃりばちょーでー」 は沖縄の古い言葉で、 「一
度会えばもう、 みんな兄弟姉妹」 という意味になる。

Electronic subscribers can 
click here for a  

World Unity Day article.

ＮＡの兄弟姉妹へ
宛先

みな
さん

、こ
んに

ちは
。日

本で
は、

7月の

始め
に JR

CNA
（第

7回Ｎ
Ａ日

本リ
ージ

ョ

ナル
コン

ベン
ショ

ン）
が開

かれ
、52

0 人

の仲
間が

集ま
りま

した
。ほ

かに
も、

今回
の

コン
ベン

ショ
ンを

物語
る数

字を
あげ

てみ
ま

しょ
う。

12：
国内

の参
加エ

リア
数（

日本
にあ

るエ

リア
の総

数）

3：外
国か

らの
出席

数（
韓国

、オ
ース

トラ

リア
、ア

メリ
カ合

衆国
）

1,35
0：コ

ーヒ
ーの

杯数

600：
沖縄

ドー
ナツ

の個
数

400：
アメ

リカ
ンド

ーナ
ツの

個数

5.6：
バー

ベキ
ュー

で使
われ

た肉
のキ

ロ数

0：仲
間の

あら
さが

しを
した

メン
バー

の数

宛先
ＮＡの仲間たちへ

　やぁ、ひさしぶり。
ナルコスラビアでは、トロギ（クロアチ
ア）でコンベンションが行われたばかり
だ。みんな、まるでＮＡワールドコンベ
ンションのようにひとつになりきってい
た。5 年前に第 1 回目が開かれて以来、
この旧ユーゴスラビア一帯にＮＡが広が
り、スロバニアもようやくナルコスラビ
アに加わった。これでナルコスラビアは
名実ともにひとつのリージョンになった
ということで、今回のテーマは『心はひ
とつ』としたんだ。

http://www.na.org/admin/include/spaw2/uploads/pdf/naway/en/2011Oct_UnityDay.pdf
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サービスシステム プロジェクト 最新情報
　ＮＡのサービスシステムはどういうことになっているのか
　ＮＡのサービスシステムプロジェクトに関する最新情報は、 ＮＡ Ｗ ay マガジンを読んで
いる仲間たちならこれまでの記事で知っているだろう。 それによって、 世界中で開かれたサー
ビスシステムに関するいくつかのワークショップに出席できた仲間もいる。 だからといって、 記事
を読んでもいないし、 ワークショップにも参加できなかった（ぜひ、 来てほしたかった）という仲
間たちも、 がっかりすることはない。 この記事を読めばプロジェクトの進行状況がわかるので、
改革の流れに乗り遅れることはないだろう。

「サービスをシステム化する」 とは、 どういうことか
　ＮＡＷＳ（ＮＡワールドサービス）では過去 3 年の間に、 サービスに関心のある仲間た
ちと、ＮＡのサービスをシステム化することについて話しを進めてきた。 そして、プロジェクトとワー
クグループの結成により、 さまざまな成功例やアイデアが集められ、 ＮＡのサービスを再活性
化する改革案となるものが示されつつある。 私たちの願いは、 さまざまに異なる要素がひとつ
にまとまって機能するシステムをつくることによって、 ＮＡの第一の目的が達成しやすくなること
である。 単なるサービス機関の寄せ集めでは資源が不足しがちになり、 共通の目的に向かっ
て機能するのにもまとまりを欠くからだ。
　これまでには、このプロジェクトによって 「ＮＡのサービスにたくす未来」 という理念が生まれた。
これは、 世界中で行われるサービス活動に共通の目標を与えてやる気をうながそうとするもの
であり、 2010 年のカンファレンスアジェンダレポートに盛り込まれ、 同年のワールドサービスカ
ンファレンスで満場一致により承認された。
　このほか、 サービスシステム改革案については 2 回にわたる草案のレポートが発表されてい
る。 このレポートにはシステムの活性化に向けたアイデアが満載されている。 だが、 システムを
作りあげるとなれば、 レポートや記事をいくら書いても書ききれないし、 誌面にもかぎりがある。
そこで、 このプロジェクトから生まれたアイデアについて、 世界中の仲間たちが協力して話し合
いを続けていくようにお願いしたい。 実際に、 一部の地域のＮＡでは、 すでに改革案によっ
て示されたアイデアのいくつかが試みられている。 自分たちのＮＡでサービス提供を改善する
にはどんなことが役立つと思うか、 ぜひ、 みなさんの意見をお聞かせいただきたい。

　プロジェクトの進行状況を知るには、 どうすればよいか。
　まずは、 www.na.org/servicesystem にあるサービスシステムプロジェクトのページ
をご覧いただきたい。 プロジェクトの背景、 「ＮＡのサービスにたくす未来」 という理念、 改
革案に関するレポート、 プロジェクトの最新情報のほか、 それぞれの地域のＮＡで自分たち
なりにワークショップを開く際に役立つ資料の一覧など、 プロジェクトについて知っておくべきこと
は全部、 このページに掲載されている。

　サインディエゴで開催されるＷＣＮＡ 34（ＮＡワールドコンベンション）では、ワールドボー
ド主催の 3 つのフォーラムが開かれ、 サービスシステムプロジェクトから生まれたアイデアについ
て徹底的に話しあうことになっている。まず、2つのフォーラムで改革案にあるアイデアを提示し、
残る 1 つはこれまでに出されたアイデアへの質疑応答にあて、さらに突っこんだ話し合いとなる。
コンベンションに集まる仲間は、 ぜひ、 参加していただきたい。

　これからどうなっていくのか。
　2010 年のカンファレンスアジェンダレポートには、 システム改革案の根幹をなす一連の 「原
則的な合意」が盛り込まれることになっている。 この原則的な合意がそれぞれＣＡＲ（カンファ
レンスアジェンダレポート）の動議で取り上げられることにより、 グループは広く合意されている
幅広い原則をひとつひとつ承認できるようになっている。 この一連の合意が承認された場合に
は、 何らかのワークグループにひきつぐためにワールドボードによってプロジェクトプランが示され、
それによってプロジェクトは次の段階にはいる。 こうして、 私たちは共に歩みを進めていくのだ。

詳細や最新情報については、 ウェブサイトをごらんいただきたい

www.na.org/servicesystem
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プラニングベーシックス
（計画を立てることの基本）

　ＮＡという仲間の集まりの成長はとどまることをしらず、 そのおかげで、 ＮＡで回復の道を
歩む仲間が世界中で増えている。 だからこそ、 まだ苦しんでいるアディクにＮＡのメッセージ
をうまく運べるようにと取り組むなかで、 私たちはプラニング（計画を立てること）の大切さを
知った。 そうしてプラニングの重要性を説く最初の出版物は、ＮＡで広く受け入れられて 「エ
リア プラニングツール（エリアで計画を立てる道具）」となった。 ここで紹介する新しいブックレッ
ト 『プラニングベーシックス（プラニングの基本）』 は、 プラニングに関する最新の考え方をわ
かりやすく示すものである。 まだ目にしたことがなければ、
 www.na.org/admin/include/spaw2/uploads/pdf/handbooks/
Planning_Basics.pdf でご覧いただきたい。
　私たちは、 「エリアプラ ニングツール」 によって効果が上がっているＮＡをはじめ、
世 界各地のＮＡが 『プラニングベーシックス』 を使いこな

して効果的なサービスが提供できるようになることを願っ
ている。 『プラニングベーシックス』 にあるさまざまなアイ
デアは、 サービス機関で新しいプラニングのやり方をつ
くりだすことに活用したり、 現在使われているやり方を
合理化したりすることにも使えるからだ。 このブックレッ
トが出版されてすぐ、 カロライナリージョンのリージョナ
ルデリゲート（リージョンの代表）から、 ワールドボー
ドにＥメールが届いた。 そこにはごていねいにも、 「こ
の本を実行に移すＲＳＣ（リージョナルサービスコ
ミッティ）の第 1 号に名乗りをあげさせてもらいたい」
と書かれていた。 カロライナリージョンでは、 『プラニ
ングベーシックス』 の前書きに 「なぜ、 計画を立
てるのか」 として書かれている文章をそっくりそのま
ま、 自分たちの方針に加えたのだ。 このような反
響があったことで、 私たちは興奮を抑えきれない。
このブックレットが、 世界各地のリージョンやエリア
で積極的に利用されていき、 価値ある資源と
なっていくことを願うばかりだ。

　なぜ、 計画を立てるのか
　簡単に言えば、 サービスは計画的に行う方が効果が上がるし、 共通の目標に向かって
取り組みやすくなるからだ。 「ＮＡのサービスにたくす未来」 を忘れないでほしい。 私たちは
ＮＡの回復のメッセージを運んでいるグループを支援しするために、 心をひとつにして協力し
合い共に努力するのだ。
　私たちは同じ目的を共有する。 それは、 ＮＡの回復のメッセージをうまく運ぶことだ。 Ｎ
Ａのサービス活動にプラニングを用いるには、 先を読み、 準備に時間をかけ、 さまざまな行
動計画を作成して目指すべき目標に到達することが求められる。 そしてまず、効果的なサー
ビスをとどこおりなく提供できなくしている問題を明らかにしていくことが、 プラニングに向かうきっ
かけになる。
　『プラニングベーシックス』 で論じられている重要な要素のひとつは、 伝達事項を明確にす
ることとプラニングカレンダーを利用することである。 メンバーたちはプラニングへの参加をもとめ
られることで、 ＮＡのサービス全般にプラニングがいかに影響するかを理解する。 そして、 現
在使われている予定表を見直すことによって、 プラニングによる取り組みが、 ほかに進行中
の活動と重なることがないように調整する。 こうしていったん日程が確認されれば、 話を聞
いていないというメンバーがほとんどいなくなる。
　『プラニングベーシックス』 では、 プラニングの最初の段階で詳しく調べたり、 情報を収集し
たりすることの重要性を強調している。 アディクトたちにＮＡのメッセージを運びたいという思
いによって私たちの心はひとつになっているが、 そのようなことを効果的に行うためには情報が
必要なのだ。 私たちは、 ＮＡの大きさにかかわらず、 自分たちの地域にあるＮＡのサービ
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スについて詳しく調べているメンバーたちを
応援するために、 さまざまなアイデアを提
供している。 世界中で仲間たちの周辺
に起きている変化を考慮しながら、 世界
各地のＮＡグループにしっかり対応して
いくことを目指しているからだ。 この段階
になると、 プラニングにはありとあらゆるメ
ンバーが関わってくる。 サービスに関わっ
ているメンバー、 かつてサービスに関わっ
ていたメンバー、 そしてサービスに関心の
あるメンバーならだれもが無縁ではない。

　『プラニングベーシックス』 では、 ４回の
プラニング会議で有効になる（効果的に
完了する）手順を説明し、 それによって
「フィードバック ・ ループ」 の重要性を浮
き彫りにする。 プラニング会議の初回は、
詳しく調べることに重点を置く。 これに対
して２回目と３回目は、 目標を定めて
到達方法を考案し、 行動計画を作成
することに力を注ぐ。このようなアイデアは、
いままでサービスに関わってきて 『エリアプ
ラニングツール』 のことをよく知っているメ
ンバーたちには、 目新しいものではないだ
ろう。 ここで紹介される手順では、 ４回
目の会議はモニタリングと評価に重点が
置かれ、 このことを 「フィードバック ・ ルー
プ」 とも呼んでいる。 これはきわめて重
要な段取りでありながら、 おろそかにされ
がちなものだ。 プラニングのこの段階では、
私たちは自問する。 私たちの目標は達
成されたか。 私たちの計画は、 意図し
たとおりに進んでいるか。 ここで自分たち
の行動計画の評価を見合わせてしまった
ら、 順調に進んでいるかどうか、 どうして
わかるというのだ。
　みなさんも、 ＮＡのサービスにかかわ
るなかでプラニングにまつわる経験があれ
ば、 自由に語っていただきたい。

Ｅメールの宛先
worldboard@na.org

お便りをお待ちしている

『プラニングベーシックス』
ブックレット購入

www.na.org/?ID=
OrderLiteratureOnline-content

『プラニングベーシックス』
ダウンロード

www.na.org/admin/include/
spaw2/

uploads/pdf/handbooks/
Planning_Basics.pdf.

Do you have your copy yet?
The approval draft of  
“Living Clean: The Journey Continues”
is available for purchase ($8.95, including shipping) or can 
be viewed at the link below. 
The draft will be included as an addendum to the  
Conference Agenda Report for the 2012 World Service 
Conference, which will be released by 28 November 2011. 
WSC approval requires a two-thirds majority vote in favor 
by regional delegates. If approved, the book will be des-
ignated as “Fellowship-approved.”

For additional information, please visit:  
www.na.org/?ID=Living_Clean_Project 

インターネット時代に適した
サービスパンフレット

　2010 年のワールドカンファレンスでは、 「ソーシャル ネットワーキング サイト（インター
ネットによる交流の場）」 をテーマにした討論会が開かれ、 このようなサイトが利用される
ようになったことで、 私たちが真剣に取り組まなければならない課題について実りのある話
し合いが行われた。 そして、 インターネットを通じてメンバー同士や、 メンバーと一般の人
たちがやりとりをするときに、 ＮＡの原理がないがしろにされるのを防ぐため、 サービスパン
フレットをつくってメンバーたちにガイドラインを示すことになり、 その草案がつくられた。 これ
は、 このようなサイトの利用をうながすためでも、 思いとどまらせるためでもなく、 あくまでイ
ンターネットという環境の中で自分やほかのＮＡメンバーたちのアノニミティを守る方法（や
理由）となる考えをいくつか示すものでしかない。 これまでも、 ＮＡでは 「最良の方法」
になるような提案がされてきた。 このパンフレットも、 インターネットによるやりとりをよく考え
てみるうえで役立つ資源になれば幸いである。

　なお、 このパンフレットの草案は 90 日間にわたり、 カンファレンスの出席者たちによって
見直されることになっている。 これはカンファレンスの意向を踏まえてのことだ。 この見直し
期間が終了したら（10 月 31 日前後）、提供された意見にもとづいて最終校正に入る。
それがすめば、 ＮＡの出版物となってみなさんにも読んでいただけるというわけだ。



グループ紹介
　NA Way では、 さまざまな NA グループからミーティング会場の写真が送られてくるのをお
待ちしている。 ただし、集まっているメンバーがどこのだれとわかる写真はご遠慮いただきたい。
なお、 写真には、 グループの名称、 所在地および国名はもちろん、 グループができてからど
のくらい経つのか、 ミーティングの形式、 そして 「ウチのグループならでは」 のことなど、 グルー
プの紹介文を添えていただくようにお願いする。

親愛なるＮＡワールドサービスのみなさんへ
　あらためて言うまでもないことですが、 ぼくたちがこうして元気に生きていられるのも、 こ
れまでと違う人生を歩み続けていられるのも、 みなさんが骨身を惜しまないサービスを提
供してくださるおかげです。 そうやって自分を捨てて、 世界に広がるＮＡのために尽す人
たちがいなかったら、 こうしてウィスコンシン州の北に誕生したＮＡも文献を手にすること
はおろか、 成長もおぼつかなかったでしょう。 みなさんの取り組みには心から感謝していま
す。 おかげさまで、 この 「ウッズ アンド ウォーター エリア」 には、 36 のグループができま
した。 そもそも、このエリアは地理的にも広大な地域で、ミシガン州との境にあるアッパー・
ペニンシュラにそって西へミネソタ州との境までと、 そこからさらに南へ約 140 マイルの広さ
があります。 面積にして 15,120 平方マイルに及び、いちばん大きな街の人口は 7,000
人です。
　ぼくが住んでいるのは、 人口が 3,000 人に満たないミノクアという町で、 ひとつの島

にあります。 ミノクア グループでは、 ぼ
くの家から 10 分以内のところで毎週
10 回のミーティングを開いています。 ど
のミーティングも盛況で活気に満ちてい
ることからも、 ミノクアではナルコティクス
アノニマスという仲間の集まりが存在感
を増していると言っていいでしょう。 ミノ
クア グループにはこじんまりしたクラブハ
ウスがあり、 週４回のミーティングや、
小委員会が開かれるほか、 仲間の交
流の場にもなっています。 21 年前に
ぼくがここに移ってきたときには、 リカバ
リーミーティング（回復をわかちあうミー
ティング）が１つしかなく、 それも最初
の１時間がＡＡ（アルコホリクス アノ
ニマス）ミーティングで、 次の１時間が
ＮＡミーティングというふうになっていま
した。
　この 「ウッズ アンド ウォーター エリア」
では、 年１回、 「ジャーニーズ コンベ
ンション」 と呼ばれるコンベンションを主
催していて、 それが毎年６月にミノク
アで開かれることになっています。 このと
きには、 この島に 400 人以上のアディ
クトが集まるのです。 今年は、 第 10
回の 「ジャーニーズ コンベンション」 を
終えたばかり。 今回は、 湖上で 28 の

ワークショップ（カヤックで島に渡
る日の出のワークショップ、 はしけ

のワークショップ、 蒸気船でのワー
クショップなど）が開かれたほか、 ハ

イキングやサイクリングによる屋外での
ワークショップや、 いつものように室内

でのワークショップも行われました。 そし
て、 コ ン ベンションには、 コンサート会場が４つと
メイン ・ スピーカー によるミーティング会場が３つ用意されま
した。 こうして 「ジャーニー ズ（旅人たち）」 の集まる週末には、 この
島が盛りあがるというわけです。

ランド ・ Ｗ（アメリカ合衆国／ウィスコンシン）
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Bermuda
Southampton16-18 Sep; Bermuda Islands Area Convention 7; Fairmont 
Southampton Princess, Southampton; www.nabermudaconvention.

Brazil
Belem, PA 10-13 Nov; Belem Area Sozinho Nunca Mais Convention 
4; Parque dos Igarapes Eco Resort, Belém, PA; event info:  
tatinunes75@yahoo.com.br 

Canada
British Columbia 23-25 Sep; Brit ish Columbia Regional 
Convention 28; Roundhouse Community Centre, Vancouver;  
http://convention.bcrna.ca/
New Brunswick 14-16 Oct; Canadian Convention 19; Delta Brunswick 
Hotel, Saint John; www.canadianconvention.com
Quebec 7-9 Oct; Quebec Regional Convention 24; Sheraton Laval 
Quebec, Laval; www.naquebec.org/crqna/index.html

Costa Rica
San José 6-9 Oct; Costa Rica Regional Convention 16; Crowne Plaza 
San José Corobici, San José; event info: infoconve@nacostarica.org; 
speaker tape deadline: 15 Sep 

India
West Bengal 11-13 Nov; Kolkata Area Convention 7; Mandarmoni, 
Kolkata; www.nakolkata.org/

Ireland
Waterford 28-30 Oct; Ireland Regional Convention 26; Waterford 
City Tower Hotel, Waterford; speaker tape deadline: 30 Sep;  
www.na-ireland.org

Mexico
Tijuana 30 Sep-2 Oct; Baja Coast Area Convention 19; Grand Hotel, 
Tijuana; hotel rsvns: USA 866.472.6365; Mex 664.681.7000; event info: 
664.346.5565; speaker tape deadline: 15 Sep

Nepal
Butwal 25-28 Nov; First Lumbini Area Convention; Thakali Samaj Ghar, 
Butwal; event info: 977.9806966410; speaker tape deadline: 30 Sep

Norway
Oslo 28-30 Oct; Norway Region East Back2Basic Convention 18; 
Marienlyst Skole, Oslo; www.ooskkonvent.com

Turkey
Fethiye 14-16 Oct; Turkey Area Convention 9; Orient Hotel, Fethiye; 
www.na-turkiye.org

Uruguay
Florida 14-16 Oct; Uruguay Regional Convention; Complejo Paso 
Severino, Paso Severino, Florida; www.na.org.uy

United States
Alabama 16-18 Sep; Alabama NW Florida Region Spiritual Retreat; 

Cheaha State Park Bald Rock Lodge, Delta; www.alnwfl.org
Alaska 7-9 Oct; Alaska Regional Convention 27; Challenger Center, 
Kenai; www.akna.org
California 23-25 Sep; Area de Habla Hispana Sur de California 
Convención 6; Double Tree, Culver City; www.todayna.org/espanol.html
2) 14-16 Oct; San Francisco Area Rainbow Convention 16; Whitcomb 
Hotel, San Francisco; www.sfna.org/rainbow.html
3) 25-27 Nov; Southern California Regional Convention 32; Ontario 
Convention Center, Ontario; www.todayna.org/convention/
Connecticut 4-6 Nov; First Westchester Area Convention; Stamford 
Plaza, Stamford; www.wacna.org/
Florida 23-25 Sep; First Coast Area Convention 11; Sawgrass Marriott 
Resort & Spa, Ponte Vedra Beach; www.firstcoastna.org/annoucements.
htm
2) 30 Sep-2 Oct; Tampa Funcoast Area Convention 27; Embassy Suites 
USF campus, Tampa; www.tampa-na.org
3) 28-30 Oct; Treasure Coast Area Convention 5; Marriott Hutchinson 
Island, Stuart; www.treasurecoastareana.com
4) 4-6 Nov; Greater Orlando Area Unidos en Recuperación 7; Ramada 
Gateway, Kissimmee; speaker tape deadline: 1 Sep; www.orlandona.org
5) 11-13 Nov; Gulf Coast Area Rainbow Weekend 14; Fort Lauderdale 
Marriott North, Fort Lauderdale; www.rainbowweekend.org/
Georgia 27-30 Oct; West End Area Anniversary 25; Holiday Inn & 
Conference Center, Atlanta; event info: jordandonald@bellsouth.net;
Hawaii 27-30 Oct; Hawaii Regional Convention 19; Ala Moana Hotel, 
Honolulu; www.na-hawaii.org
Idaho 28-30 Oct; Pacific Northwest Convention; Double Tree Boise 
Riverside, Boise; event info: 208.571.6040
Illinois 21-23 Oct; Chicagoland Hispanic Metro Area Convention 2; 
Midway Marriott, Chicago; www.chicagona.org/chana
2) 28-30 Oct; Joliet Area Convention; Oak Brook; www.chicagona.org
3) 4-6 Nov; Greater Illinois Regional Convention 15; Hawthorne Suites, 
Champaign; www.centralillinoisna.org
Kentucky 5-7 Oct 2012; Bluegrass-Appalachian Regional Convention 
5; Cumberland Falls State Resort Park, Corbin; www.nakentucky.com/
Maryland 16-18 Sep; Tri-County Area A River of Hope 5; Lions Camp 
Merrick, Nanjemoy; event info: 301.751.1388
2) 28-30 Oct; Ocean Gateway Area Convention 14; Clarion Fontainebleau 
Resort, Ocean City; speaker tape deadline: 22 Sep; www.ogana.org
Massachusetts 17-18 Sep; South Shore Area Dinosaur Day 2; First 
Evangelical Lutheran Church, Brockton; www.gpana.org
2) 30 Sep-2 Oct; Berkshire County Area Convention 4; Jiminy Peak 
Mountain Resort, Hancock; event info: 413.841.7315
Minnesota 7-9 Oct; Inner Cities Unity Convention; Hyatt Hotel, 
Minneapolis; www.icucweb.com
Mississippi 7-9 Oct; Mississippi Regional Convention 28; Clarion Inn and 
Summit Center, Tupelo; event info: 662.255.7570 
Missouri 18-20 Nov; Saint Louis Area Convention 6; Sheraton Westport 
Lakeside Chalet, Saint Louis; www.slacna.com/
Nebraska 30 Sep-2 Oct Nebraska Regional Convention 28; New World 
Inn & Conference Center, Columbus; www.nebraskana.org 
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Nevada 4-6 Nov; Sierra Sage Regional Convention 16; Grand 
Sierra Resort & Casino, Reno; speaker tape deadline: 1 Oct; www.
sierrasagena.org/ssrcna.html
New Jersey 18-20 Nov; Greater Atlantic City Area Convention 3; 
Sheraton Atlantic City, Atlantic City; event info: 609.334.9932
Ohio 23-25 Sep; Springfield Area Convention; Quality Inn & 
Conference Center, Springfield; event info: 937.926.9322
2) 25-27 Nov; Get Honest/Saturday Noon Group Unity Weekend 2; 
Kings Island Conference Center, Cincinnati; event info: 513.687.9278; 
speaker tape deadline: 1 Oct
Oklahoma 28-30 Oct; Plains Area United States Fellowship Assembly; 

Select Tulsa, Tulsa; www.usfellowshipassembly.org/
Pennsylvania 18-20 Nov; Tri-State Regional Convention 29; Sevens 
Springs Mountain Resort, Seven Springs; www.tsrscna.org
South Carolina 25-27 Nov; Port City Area Convention 2; Marriot, 
Charleston; www.portcityna.com/
South Dakota 16-18 Sep; South Dakota Regional Convention14; 
Ramkota Best Western, Rapid City; sdrna.com
Tennessee 23-27 Nov; Volunteer Regional Convention 29; Marriott, 
Knoxville; event info: 865.724.4329
Texas 23-25 Sep; Hourglass Group Serenity in the Sand; Travel Lodge, 

Miracles Happen
In our efforts to make this beautiful book more 

reasonably priced, we are introducing a softcover 
version packaged with a bonus audio CD featuring a 

few early recordings of Jimmy K.
Item No. 1121    Price US $10.00 

New and Improved Acrylic 
Medallion Holder

New design includes pin-closure and three 
interchangeable, 2-sided artwork backgrounds, with 
recovery language like serenity, love, courage, etc.  

Displays front and back of medallion. 
Item No. 6099    Price US $25.00    Price Cut! $18.00

Danish

Danish
Group Reading Cards – Set of Seven

Updated to include  
“We Do Recover” reading in the set.

Item No. DK-9130    Price US $4.20

Finnish 
Disruptive and Violent Behavior

Häiritsevä ja väkivaltainen 
käyttäytyminen

Item No. FI-2204    Price US $0.22

IP No. 13

Nuorilta addikteilta, 
nuorille addikteille

Item No. FI-3113    Price US $0.28

German 
Information about NA

Informationen über NA
Item No. ZPRGE1002    Price US $0.26

Hebrew
The NA Step Working Guides
 המדריך לעבודת הצעדים

במכורים אנונימיים
Item No. HE-1400    Price US $7.70

Hungarian
IP No.16

Az újonnan érkezőnek
Item No. HU-3106    Price US $0.22

Information about NA
Információ az NA-ról

Item No. ZPRHU1002    Price US $0.26



Coming soon
For release dates, please check our online Product Catalog: 

www.na.org/?ID=catalog-products

Italian
Just for Today

Solo per oggi
Item No. IT-1112    Price US $8.10

Filipino
An Introductory Guide to NA

Isang Pangunahing Gabay sa 
Narkotiko Anonimo

Item No. FL-1200    Price US $1.80

Tri-Plate Medallions
To celebrate recovery milestones, four new striking color combinations  

will be available in September in 18 months, 1 through 50 years, and eternity: 
	 Translucent Green/Pearl/Black	 Item No. 6100 series

	 Orange/Black/Pearl	 Item No. 6900 series

	 Violet/Pearl/Black	 Item No. 6800 series

	 Gold/Pearl/Black	 Item No. 6700 series

Price US $21.30

Latvian
IP No. 5

Cits skatījums
Item No. LV-3105    Price US $0.22

IP No. 11

Sponsorēšana
Item No. LV-3111    Price US $0.22

Polish
Basic Text (Fifth Edition)

Anonimowi Narkomani
Item No. PL-1101    Price US $7.50

Swedish
Basic Text Sixth Edition

Anonyma Narkomaner
Item No. SW-1101    Price US $11.00


